
特 集

市 議 会

今回はほっとファミリー※（里親）の皆
さんにお集まりいただき、里親になっ
たきっかけや子育ての様子などについ
てお話を伺いました。

〈
里
親
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？
〉

■
子
育
て
が
終
わ
っ
た
け
ど
、
ま
だ
子
育
て
し
た

い
、
育
児
が
楽
し
い
な
と
思
っ
て　
■
実
子
に
恵
ま

れ
な
く
て
。
で
も
子
ど
も
が
い
て
も
い
い
な
と
夫
婦

と
も
思
っ
て
い
た
の
で　
■
フ
レ
ン
ド
ホ
ー
ム
に
登

録
し
、
施
設
の
子
と
週
末
に
交
流
し
て
い
た
ら
「
う

ち
の
子
に
な
り
た
い
」
と
言
っ
た
の
で　
■
実
子
が

「
弟
か
妹
が
欲
し
い
な
」
と
言
っ
て
。
家
族
会
議
を

し
て
里
親
に
な
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た

〈
里
親
に
な
っ
て
み
て
、
ど
う
で
す
か
？
〉

■
初
め
て
預
か
っ
た
子
に
は
自
分
の
子
育
て
の
経
験

が
通
用
せ
ず
苦
し
か
っ
た
。
で
も
一
緒
に
暮
ら
し
て

い
る
と
不
思
議
と
家
族
に
な
っ
て
、
愛
し
い
な
っ
て

■
可
愛
が
っ
て
育
て
た
せ
い
か
、
立
派
な
マ
ザ
コ
ン

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
。
顔
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
け
で

楽
し
く
な
る　
■
両
親
と
同
居
し
て
い
た
の
で
父
に

公
園
デ
ビ
ュ
ー
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た　
■
制
度

上
、
里
子
と
言
う
し
か
な
い
け
ど
、
も
う
家
族
だ
よ
ね　

■
実
親
と
交
流
が
あ
る
子
な
の
で
、
い
つ
か
離
れ
る

と
分
か
っ
て
い
て
。葛
藤
と
も
や
も
や
と
寂
し
さ
と
。

で
も
成
長
は
嬉
し
い　
■
子
育
て
し
て
い
る
と
幸
せ

ホ
ル
モ
ン
と
か
若
返
り
ホ
ル
モ
ン
が
出
て
、
ず
っ
と

若
く
い
ら
れ
る
。
気
持
ち
が
ね　
■
う
ま
く
い
か
ず
、

途
中
で
挫
折
し
て
も
、
そ
の
子
に
と
っ
て
短
期
間
で

も
家
庭
を
体
験
す
る
こ
と
は
意
味
が
あ
る
こ
と
だ
と

言
わ
れ
、
私
は
気
が
楽
に
な
っ
た
。
里
親
に
関
心
が

あ
る
人
へ
、
ぜ
ひ
伝
え
た
い
な

年
々
、
正
月
と
か
に
帰
っ
て
く
る
人
が
増
え
て
く
る
っ
て
い
う
の
が

面
白
い
と
い
う
か
、
楽
し
い

ほっとファミリー
（里親）

〈
里
父（
パ
パ
）の
子
育
て
の
様
子
は
？
〉

■
里
親
の
話
は
主
人
か
ら
。
主
人
の
方
が
子
育
て
し

た
い
気
持
ち
が
強
く
て
。
見
た
目
は
筋
肉
マ
ッ
チ
ョ

だ
け
ど
、
母
性
が
強
い
の
は
主
人
の
方
な
ん
で
す　

■
最
初
は
消
極
的
だ
っ
た
ん
で
す
。
高
学
年
の
男
の

子
が
き
て「
男
同
士
で
話
し
て
」と
い
う
こ
と
が
多
く

な
っ
て
夫
の
出
番
が
多
か
っ
た
で
す
ね

〈
自
立
後
の
里
子
と
の
関
係
は
？
〉

■
制
度
上
自
立
で
も
、
何
年
面
倒
を
見
な
き
ゃ
な
ら

な
い
の
か
先
が
見
え
な
い
。
で
も
自
分
が
産
ん
だ
子

な
ら
や
る
の
は
普
通
と
言
わ
れ
ち
ゃ
う
。
産
ん
で
も

産
ま
な
く
て
も
一
緒　

 

■
育
っ
た
家
が
一
番
の
拠

り
所
。
年
齢
が
来
た
か
ら「
は
い
、
さ
よ
う
な
ら
」と

は
言
え
な
い
。
可
愛
く
て
育
て
て
い
る
ん
だ
か
ら　

■
一
時
保
護
か
ら
卒
業
し
て
い
っ
た
子
が
何
人
か
い

て
。
年
々
、
正
月
と
か
に
帰
っ
て
く
る
人
が
増
え
て

く
る
っ
て
い
う
の
が
面
白
い
と
い
う
か
、
楽
し
い
。

ず
っ
と
続
け
て
い
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
か
な

〈
市
や
市
議
会
に
期
待
す
る
こ
と
は
？
〉

■「
共
働
き
子
育
て
し
や
す
い
街
」全
国
２
位
の
福
生

市
を
抜
い
て
欲
し
い
。
お
金
、
設
備
、
色
々
な
部
分

で　
■
通
称
名
を
使
っ
て
い
る
こ
と
を
分
か
っ
て
い

て
欲
し
い
。
戸
籍
名
で
呼
ば
れ
る
の
が
嫌
な
子
も
い

る　
■
精
神
疾
患
が
あ
る
子
、
大
学
に
行
け
な
い
子
、

働
け
な
い
子
の
里
親
の
措
置
延
長
を
認
め
て
欲
し
い
な

参加者の自由で活発な発言を促す観点から、氏名等の掲載は控えています。

※ほっとファミリー　
　�東京都が推進する「養育家庭制度」の愛称
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〈 

議
案
第
3
号 

〉　�

あ
き
る
野
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
あ
き
る
野
市
教
育
委
員
会

教
育
長
の
給
与
及
び
旅
費
並
び
に
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

市
長
の
給
料
月
額
を
86
万
円
か
ら
94
万
６
千
円
に
し
、
副
市
長
の
給

料
月
額
を
74
万
円
か
ら
81
万
４
千
円
に
、
教
育
長
の
給
料
月
額
を

69
万
５
千
円
か
ら
76
万
５
千
円
に
引
き
上
げ
ま
す
。

市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
の
給
料
月
額

を
引
き
上
げ
ま
す
。

全
て
の
議
案
等
の
内
容
と
結
果
は
、
あ
き
る
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
１
回
臨
時
会
議　

1
月
15
日

３
月
定
例
会
議　

会
議
期
間
39
日
間 

2
月
16
日
～
3
月
26
日

今号では
この中から
7つを

第1回臨時会議の議案は

　市長提出議案……… 1件

３月定例会議の議案は

　市長提出議案………34件
　陳情………………… 2件
　議員提出議案……… 1件
　

３
月
定
例
会
議

第
１
回
臨
時
会
議

あ
き
る
野
市
の

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

議
案
審
議

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

市
三
役
の
給
与
を
引
き
上
げ
る
こ

と
に
よ
る
年
間
の
影
響
額
は
。

年
間
で
約
５
百
50
万
円
の
増
加
と

試
算
し
て
い
る
。

都
内
26
市
と
比
較
し
た
場
合
に
、

あ
き
る
野
市
の
三
役
の
給
料
は
ど

の
程
度
な
の
か
。

令
和
８
年
４
月
１
日
現
在
の
見
込

み
と
し
て
、
市
長
が
上
か
ら
19
番

目
、
副
市
長
が
上
か
ら
20
番
目
、

教
育
長
が
上
か
ら
16
番
目
。
な
お
、

令
和
７
年
度
中
に
当
市
以
外
４
市

が
増
額
改
定
し
、
令
和
８
年
度
中

に
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
開
催

を
予
定
し
て
い
る
市
が
12
市
あ
る
。

マ
イ
ナ
保
険
証
に
よ
る
医
療
費
助
成

の
資
格
確
認
が
可
能
に
な
り
ま
す

〈 

議
案
第
8
号 

〉　�

あ
き
る
野
市
乳
幼
児
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

〈 

議
案
第
9
号 

〉　
あ
き
る
野
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
の
創
設
に
伴
い
、
令
和
８
年
４
月
か

ら
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
及
び
低
所
得
者
世
帯
へ
の
軽

減
判
定
所
得
の
基
準
額
を
引
き
上
げ
ま
す
。

乳
幼
児
、
義
務
教
育
就
学
児
、
高
校
生
等
及
び
ひ
と
り
親
家
庭
等
を

対
象
と
し
た
医
療
費
助
成
事
業
は
令
和
８
年
４
月
か
ら
Ｐ※

Ｍ
Ｈ
へ

の
接
続
を
開
始
し
ま
す
。

ど
の
程
度
負
担
が
増
え
る
の
か
。

所
得
割
と
均
等
割
で
構
成
さ
れ
て

い
る
の
で
、
世
帯
の
収
入
や
人
数

に
よ
っ
て
異
な
る
。
平
均
の
推
計

で
は
、
月
々
２
百
円
か
ら
３
百
円

程
度
。

軽
減
対
象
が
広
が
る
措
置
と
い
う

の
は
基
本
的
に
良
い
こ
と
と
思
う
。

４
分
の
１
の
市
の
負
担
に
関
し
て

は
普
通
交
付
税
で
措
置
さ
れ
、
市

の
実
質
的
な
負
担
は
な
い
と
承
知

し
て
い
る
。
ま
た
、
賦
課
限
度
額

の
引
上
げ
は
中
間
所
得
層
の
伸
び

率
を
抑
え
ら
れ
る
効
果
が
あ
る
。

こ
う
し
た
措
置
に
関
し
て
も
適
当

と
考
え
、
賛
成
す
る
。

意　
見

紙
の
医
療
証
の
発
行
は
ど
う
な
る

の
か
。

Ｐ
Ｍ
Ｈ
に
未
対
応
の
医
療
機
関
や　

情
報
確
認
が
で
き
な
い
場
合
な

ど
、
医
療
証
の
提
示
が
必
要
に
な

る
場
合
が
あ
る
た
め
、
医
療
証
の

発
行
は
、
継
続
す
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
医
療
費

助
成
の
資
格
確
認
が
可
能
な
医
療

機
関
の
リ
ス
ト
は
把
握
し
て
い
る

の
か
。

デ
ジ
タ
ル
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
さ
れ
て
い
る
「
医
療
費
助
成

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
導
入
医
療

機
関
・
薬
局
リ
ス
ト
」
が
最
新
情

報
で
あ
る
。
市
民
が
常
に
参
照
で

き
る
よ
う
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

リ
ン
ク
を
掲
載
す
る
な
ど
周
知
を

図
っ
て
い
く
。

子
育
て
支
援
は
、
本
来
国
が
責
任

を
負
う
べ
き
。
国
民
健
康
保
険
の

目
的
は
医
療
給
付
を
行
う
こ
と
で
、

目
的
に
合
っ
て
い
な
い
と
考
え
る
。

国
民
健
康
保
険
は
、
低
所
得
者
の

加
入
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
少
額

で
あ
っ
て
も
負
担
に
感
じ
る
人
が

多
く
い
る
と
考
え
、
反
対
す
る
。

意　
見

国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
や
軽
減
対
象

が
変
更
に
な
り
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
・
意
見
が
出
ま
し
た
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

※ＰＭＨ　自治体と医療機関をつなぐ情報連携基盤
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小
学
校
の
学
級
数
増
加
に
伴
う
教
室
数
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、

備
品
購
入
費
と
し
て
2
百
83
万
2
千
円
を
追
加
し
ま
す
。

教
室
の
不
足
数
、学
年
別
の
内
訳
、

今
後
の
対
応
方
針
は
。

東
秋
留
小
で
は
１
年
生
、
６
年
生

の
通
常
学
級
と
特
別
支
援
学
級
が

各
１
学
級
、
合
計
３
学
級
増
加
。

南
秋
留
小
で
は
特
別
支
援
学
級
が

３
学
級
増
加
す
る
見
込
み
。
空
き

教
室
の
活
用
や
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

に
よ
る
ス
ペ
ー
ス
の
分
割
等
を
行

い
、
適
切
な
教
育
環
境
の
確
保
に

努
め
る
予
定
で
あ
る
。

教
室
数
の
不
足
以
外
の
課
題
は
。

特
別
支
援
学
級
へ
の
転
学
ニ
ー
ズ　

が
高
ま
る
中
、教
室
不
足
に
加
え
、

通
学
環
境
の
改
善
、
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
の
推
進
、
就
学
相
談
体

制
の
充
実
の
課
題
が
あ
る
と
捉
え

て
い
る
。
課
題
解
決
に
は
、
教
育

委
員
会
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
や

市
民
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
る
。

今
後
は
研
修
や
啓
発
活
動
を
通

じ
、
特
別
支
援
教
育
へ
の
認
識
を

深
め
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の

さ
ら
な
る
定
着
を
図
る
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

〈 
議
案
第
15
号 

〉　
令
和
７
年
度
あ
き
る
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

建
築
工
事
は
㈱
田
中
建
設
と
契
約
金
額
20
億
５
百
30
万
円
、
機
械
設

備
工
事
は
八
重
洲
・
ア
ー
イ
ン
グ
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
と

15
億
２
千
５
百
70
万
円
、
電
気
設
備
工
事
は
㈲
内
田
電
気
商
会
と

６
億
１
千
９
百
49
万
５
千
８
百
円
、
厨
房
機
械
設
備
工
事
は
㈱
ア
イ

ホ
ー
多
摩
営
業
所
と
12
億
６
千
７
百
20
万
円
で
締
結
し
ま
す
。

令
和
８
年
度
か
ら
９
年
度
ま
で
の

２
か
年
で
施
工
す
る
建
設
工
事
で

あ
る
。
設
計
変
更
や
物
価
ス
ラ
イ

ド
適
用
等
に
よ
り
金
額
に
変
更
が

生
じ
た
場
合
、
年
度
末
に
契
約
変

更
手
続
を
行
う
こ
と
に
な
る
の
か
。

令
和
８
年
度
中
に
契
約
金
額
に
変

更
が
生
じ
た
場
合
、
軽
微
な
設
計

変
更
に
伴
う
も
の
は
取
扱
要
領
の

規
定
に
基
づ
き
、
年
度
末
ま
で
に

一
括
し
て
行
い
、
軽
微
な
設
計
変

更
に
該
当
し
な
い
も
の
は
、都
度
、

契
約
変
更
の
手
続
き
を
行
う
こ
と

と
な
る
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

〈 

議
案
第
29
号
～
32
号 

〉 �

一
括
議
案（
4
件
）　
あ
き
る
野
市
・
日
の
出
町
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事

（
債
務
負
担
行
為
）の
請
負
契
約
に
つ
い
て

あ
き
る
野
市
・
日
の
出
町
新
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
の
請
負
契
約
を

締
結
し
ま
す
。

〈 

陳
情
第
8
―
1
号 

〉　
「
非
核
三
原
則
」を
国
是
と
し
て
堅
持
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情

〈 

議
員
提
出
議
案
第
8
―
1
号 

〉　
あ
き
る
野
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

国
に
対
し
て
、「
非
核
三
原
則
」を
国
是
と
し
て
堅
持
す
る
こ
と
を
求

め
る
意
見
書
を
提
出
す
る
よ
う
求
め
る
陳
情
で
す
。
反
対
議
員
が
多

か
っ
た
た
め
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
定
数
に
関
す
る
特
別
委
員
会
の
議
論
の
経
過
を
踏
ま
え
、
議
員

定
数
を
削
減
す
る
議
案
が
可
決
さ
れ
、
市
議
会
議
員
定
数
を
現
行
の

21
人
か
ら
20
人
と
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
本
改
正
は
令
和
８
年

７
月
19
日
執
行
の
一
般
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

一
国
の
リ
ー
ダ
ー
が
非
核
三
原
則

に
揺
ら
ぎ
を
見
せ
て
い
る
今
、
市

民
に
最
も
近
い
地
方
議
会
は
非
核

三
原
則
を
断
じ
て
譲
る
こ
と
の
で

き
な
い
、
議
論
の
余
地
な
き
国
是

で
あ
る
と
捉
え
、
民
意
を
明
確
な

意
思
と
し
て
国
へ
届
け
る
べ
き
。

政
府
が
曖
昧
な
姿
勢
を
見
せ
て
い

る
今
こ
そ
、
あ
き
る
野
市
平
和
都

市
宣
言
の
精
神
に
基
づ
き
、
平
和

を
希
求
す
る
市
民
の
声
を
代
表

し
、
本
陳
情
の
採
択
を
強
く
求
め

る
。

今
年
2
月
の
特
別
国
会
に
お
い

て
、
高
市
総
理
は
「
現
行
の
政
策

を
し
っ
か
り
と
維
持
し
、
堅
持
す

る
」
旨
の
答
弁
を
本
会
議
場
で

行
っ
て
い
る
。
そ
の
総
理
の
言
葉

意　
見

意　
見

議
員
報
酬
の
引
上
げ
に
反
対
し
て

き
た
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
市
の
財

政
負
担
を
理
由
と
し
た
定
数
削
減

は
、容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。　

報
酬
を
改
定
前
に
戻
す
こ
と
で
現

状
の
定
数
を
維
持
し
、
人
口
減
少

社
会
に
求
め
ら
れ
る
議
会
の
役
割

を
果
た
す
べ
く
、
議
会
改
革
に
努

め
る
べ
き
と
考
え
、
反
対
す
る
。

定
数
を
１
人
削
減
す
る
こ
と
は
、

議
会
機
能
を
損
な
う
こ
と
な
く
、

議
会
自
ら
が
改
革
に
取
り
組
む
姿

勢
を
市
民
に
示
す
も
の
で
あ
り
、

市
民
の
信
頼
を
確
保
す
る
上
で
大

き
な
意
義
が
あ
る
も
の
と
考
え
、

本
議
案
に
賛
成
す
る
。

意　
見

意　
見

「『
非
核
三
原
則
』を
国
是
と
し
て
堅
持

す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」は
提
出

し
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

こ
ん
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

を
信
じ
た
い
の
で
、
陳
情
に
賛
同

し
か
ね
る
。
非
核
三
原
則
は
守
る

べ
き
も
の
と
考
え
る
が
、
あ
え
て

今
、
国
に
対
し
て
求
め
る
事
項
で

は
な
い
と
判
断
す
る
。

多
様
な
市
民
の
声
を
受
け
止
め
る

議
員
に
も
、
様
々
な
経
験
等
を
持

つ
人
、
多
様
な
人
材
が
求
め
ら
れ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
議
員
の
人

数
は
多
い
ほ
ど
よ
い
。
議
員
の
多

様
性
を
後
退
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ

る
議
員
定
数
削
減
が
市
民
の
た
め

に
な
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

意　
見

あ
き
る
野
市
議
会
の
議
員
定
数
を
１
人

削
減
し
、
20
人
に
改
め
ま
す
。

小
学
校
維
持
管
理
経
費
の
備
品
購
入
費

を
追
加
し
ま
す
。
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市長から令和８年度の予算案が提案され、３月 17 日・18 日の２日間、予算特別委員会を開催し、
皆さんに納めていただく税金の使い道を審査しました。その結果、本会議において全ての予算案が
提案どおり可決され、令和８年度の税金の使い道が決まりました。予算特別委員会での質疑の内容
の一部を紹介します。

税金の使い道について質問しました。
令和８年度予算案をチェック

※下水道事業会計の予算の規模は、支出予算の総額として表記しています。

※�金額は、表示単位未満を切り捨てしており、端数処理の関係で、合計数
値が合わないことがあります。

（※千円以下切り捨て）

一般会計 389 億 3930 万円

特別会計

国民健康保険 81 億 7096 万円

後期高齢者医療 29 億 7872 万円

介護保険 81 億 7254 万円

戸倉財産区 318 万円

テレビ共同受信事業 4308 万円

秋多都市計画事業武蔵引田駅北口土地区画整理事業 9 億 2452 万円

公営企業会計

下水道事業 41 億 9083 万円

合計 634 億 2317 万円

令和８年度会計別予算

がん検診事業経費（衛生費）
1億4572万円

校内別室指導支援員配置事業経費（教育費）
1066万円

市長選挙・市議会議員選挙執行経費（総務費）
7725万円

道路維持事業経費（土木費）
3億5858万円

重層的支援体制整備事業経費（民生費）
37万円

胃がん検診として新たに
導入する胃内視鏡検査の
実施内容は。
対象は50歳以上で2年に
1回の受診。自己負担額
は原則3000円を予定。
市内6医療機関で実施予
定で、経口・経鼻を選択できるようにしていく。
鎮静剤等は使用せず、日常診療の内視鏡検査
で用いる麻酔を使用する。
内視鏡検査と従来のバリウム検査の違いや選
択に関する情報の周知方法は。
バリウムによるX線検査との違いや、それぞ
れの特徴を分かりやすく説明した案内を作成
し、受診勧奨時に同封する予定。また、市広
報紙やホームページ、公式LINEを活用。

都立あきる野学園西側の
桜の街路樹については、
令和7年度に樹木診断を
行う予定になっていた。
令和8年度に何らかの維
持管理作業が行われるの
か。
令和７年６月上旬から７月下旬にかけ、有識
者における樹木診断を行った。診断結果とし
て、１年以内の伐採が望ましいとされている
樹木が10本確認されているため、令和８年度
に伐採等の適正な管理を検討する。

事業の内容と特徴は。
相談支援、参加支援、地
域づくり支援を一体的に
実施し、既存事業を統合。
多機関協働やアウトリー
チによる継続支援を加え、
相談を断らない体制を構
築し、複雑化する支援ニーズに対応する。
重層的支援会議に、本人や家族、地域関係者
の参加を想定しているのか。
関係機関の参加を基本としつつ、本人にとっ
て有益と判断される場合には、本人や家族の
参加も想定している。

令和７年度は３校に配置
していたが、約800万円
を増額して全校に拡充す
る理由と支援員の配置予
定は。
校内別室指導支援員を配
置した学校からは、非常
に有効であった、引き続き支援員を配置して
ほしいとの意見・要望を受けている。また、
全校に配置した校内カラフルルームの活用が
進み、再び登校できるようになるなど、一定
の効果も複数把握している。さらに他の学校
からも支援員の配置を希望する声が多くあげ
られたことから、拡充を検討してきた。支援
員の配置については、１日３時間、週４日を
考えている。

市長・市議選が同日に
なった経緯と節約された
経費は。
公職選挙法の特例を活用
し同日選挙とすること
で、経費削減や市民負担
軽減、投票率向上が期待
できることから、選挙管理委員会において全
会一致で同日実施を決定した。別々に行う場
合の金額（約１億１千万円）と比べ、約３割の
経費削減が見込まれる。

認定調査経費（介護保険特別会計・総務費）
5393万円

認定申請の状況や認定ま
での期間をどう見込んだのか。
申請件数は時期により増減
し、今年度の直近までの平
均は40日弱である。更新
予定時期や新規申請の状
況を踏まえ計上している。
認定者数の推移の状況は。
令和7年10月1日現在において4305人で、5
年前と比較すると701人増、約1.2倍である。

人員体制の状況や改善の取組をどう反映させ
たのか。
人員配置は確定していない。令和7年度から
介護支援専門員の資格を持った個人委託によ
る調査を導入した。令和8年度も継続する。
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市民の暮らしに寄り添い、
現場の声をもとに政策提案
を重ねてきたが、その視点
に立ち総合的に判断した。
市税収入は約 2.5％増が見
込まれるが、物価上昇は市
民生活に大きく影響。物価
高騰は事業コストに影響
し、起債約 14 億円に対し
将来利子負担は約 3 億円と試算され、編成には選
択と集中が求められる。限られた財源の中、胃がん
検診の内視鏡検査導入、妊婦 RS ワクチン、5 歳児
健診、生活学習支援の高校生年代までの拡充、高齢
者補聴器購入費助成、デマンド交通の拡充等施策は
前進。不登校や介護、生活困窮、8050 問題など複
合的課題への重層的支援も進む。今後は、必要な人
に確実に支援が届く実効性と財政の持続可能性を進
めていくことを求め、賛成した。

公明党

令和 8 年度一般会計予算
は、389 億 3930 万円で、
前年度比 10 億 1395 万円、
率にして 2.7％増。歳入中、
国、都支出金は、私立保育
所運営、重層的支援体制整
備事業などを計上したこと
により、増を見込んでいる。
市債残高は、一般会計、特
別会計、公営企業会計及び一部事務組合の会計で
425 億 4550 万円を見込んでいる。
歳出は主要事業中、市単独事業は新規及び前年度か
らの継続を合わせて 40 件 29 億 3850 万円。
この厳しい財政状況の中で、多様化する課題に重点
的、効率的に対応している。

原田議員

明 る い 未 来 を
創 る 会

清水議員

堀江予算特別委員会委員長

定例会議最終日に、予算特別委員会で審査した結果を堀江武史委員長が報告し、令和８年度一般会計
予算案の内容について、賛成又は反対の討論を行いました。討論の主な内容を掲載します。

このような理由で一般会計予算案に賛成・反対しました。
令和８年度予算案をチェック

市税
120億8902万円
31.0％

都支出金
73億4039万円
18.8%地方交付税

51億39万円
13.1%

市債
14億6840万円

3.8%

地方消費税交付金
20億9080万円

5.4%

諸収入
5億4273万円

　1.4%

使用料及び手数料
４億5293万円
1.2%

繰入金
7億6464万円

2.0%

一般会計歳入
389億3930万円

一般会計歳出
389億3930万円

その他
23億8586万円
6.1%

民生費
187億1340万円
48.1%

衛生費
38億3517万円

9.8%

総務費
33億9576万円

8.7%

土木費
25億9269万円

6.7%

公債費
20億7696万円

5.3%

教育費
53億9557万円
13.9%

国庫支出金
67億409万円
17.2%

消防費
12億9809万円

3.3%

その他
1億6548万円
0.4%農林水産業費

5億8847万円
1.5%

商工費
5億8111万円

　1.5%

議会費
2億9655万円
0.8%

※金額は、表示単位未満を切り捨てしており、端数処理の関係で、合計数値が合わないことがあります。

市民の暮らしを支える施策
が必要。最低賃金引上げで
も物価の上昇に追いつかな
い。子どもの学習・生活支
援対象が高校生まで拡大。
スクールソーシャルワー
カーなど、子どもに寄り添
う姿勢は評価する。補聴器
購入費助成がようやく始まるが、現時点では不十分。
対象拡大を。修学旅行・移動教室補助金額の引上げ
を検討すべき。義務教育における保護者負担軽減を。
旧五日市地域の補助交通導入と、福祉的な交通の検
討を。フレア五日市は十分な利用がない。稼ぐ施設
にするほど住民福祉から外れ、残念。平和都市宣言
を生かした独自の施策を求める。

日本共産党
あきる野市議団	

たばた議員

反 対

令和 8 年度あきる野市一般
会計予算は前年度比 2.7％
増の 389 億円余で、厳し
い経済状況下においても多
様な市民ニーズに対応した
内容と評価し賛成する。移
住・定住促進や子育て支援
の充実、都市整備・交通利
便性向上、観光振興、防災・
防犯対策、獣害対策、福祉、教育施策などがバラン
スよく盛り込まれている。行財政改革と DX を推進
し、「稼ぐ力」と「推進力」を高め持続可能なまち
づくりを求める。

自 由 民 主 党
志 清 会

天野議員

賛 成賛 成

武蔵引田駅北口土地区画整
理事業の保留地の完売を前
提に、繰入金４億円が計上
されていることは不安材料
の一つ。
重層的支援体制整備事業を
直営で始めたことは大変意
義があり、事業を担う職員
の人材育成にも力を入れて
いただきたい。それだけに国都交付金の増額が事業
経費の増額につながっていないことは疑問。
令和８年度はさらに、稼ぐ力として移住・定住、ふ
るさと納税等に力点が置かれるだろうが、所詮､ 限
られたパイの奪い合いに過ぎない。人口減少という
未踏の社会課題に立ち向かう中、不毛な競争に力を
注ぐのではなく、いかに賢く縮み、心豊かに暮らせ
る社会を創造していくか、自治体の核心的な使命に
貴重な財源とマンパワーを使うべき。

く さ し ぎ

辻議員

反 対賛 成
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一
般
質
問

聞
い
て
み
た
い
な

　
　
　

こ
ん
な
こ
と

一
般
質
問
と
は
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に
つ

い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行

い
ま
す
。
今
回
の
一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活

に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

一
般
質
問
の
全
て
の
内
容
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
市
議
会
」か
ら「
本
会
議
録
画
中
継
」を
検
索
す
る
か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
２
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

質
問
議
員      

人   

質
問
項
目      

件

19

44

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
対
す

る
ご
み
収
集
に
関
す
る
減
額
制

度
を
縮
小
す
る
計
画
に
つ
い
て

は
、
事
業
者
へ
の
説
明
に
不
備

が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
再
検

討
を
求
め
て
い
た
。
現
時
点
の

検
討
状
況
は
。

特
養
の
事
業
者
の
話
し
合
い
が

２
月
20
日
に
行
わ
れ
、
昨
日
３

月
９
日
付
で
協
議
会
か
ら
申
出

書
が
提
出
さ
れ
た
。
発
出
さ
れ

た
文
書
を
精
査
し
、
協
議
を
進

め
て
い
き
た
い
。

4
月
か
ら
特
養
の
ご
み
の
収

集
・
運
搬
を
一
切
し
な
い
と
い

う
非
常
に
大
き
な
変
更
で
あ
る
。

特
養
は
市
の
指
定
ご
み
袋
の
購

入
に
よ
り
、
予
め
収
集
、
運
搬

及
び
処
分
に
対
す
る
手
数
料
を

納
付
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
市
が
収
集
・
運
搬
に
つ
い

て
責
任
を
負
わ
な
い
と
い
う
の

は
、
制
度
の
在
り
方
と
し
て
適

切
か
。

事
業
者
が
家
庭
用
ご
み
袋
で
排

出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
減
免
に

係
る
処
理
手
数
料
を
納
付
し
た

も
の
と
み
な
す
こ
と
に
よ
り
、

収
集
、
運
搬
に
つ
い
て
は
事
業

者
が
負
担
し
、
処
分
に
つ
い
て

は
市
が
引
き
続
き
責
任
を
持
つ

こ
と
と
な
り
、
費
用
負
担
の
区

分
が
明
確
化
さ
れ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

他
に
行
財
政
改
革
に
お
け
る
事

務
事
業
の
最
適
化
、
フ
レ
ア
五

日
市
の
利
用
状
況
と
今
後
の
運

営
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

ご
み
収
集
運
搬
事
業
に
つ
い
て

辻　よし子
（くさしぎ）

学
校
保
健
安
全
法
に
基
づ
く
健

康
診
断
は
、
毎
学
年
に
１
回
、

６
月
30
日
ま
で
に
行
う
も
の
と

さ
れ
て
い
る
が
、
病
気
な
ど
や

む
を
得
な
い
事
由
で
学
校
で
の

健
康
診
断
を
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
場
合
は
、
そ
の
事
由
が
な
く

な
っ
た
後
、
速
や
か
に
健
康
診

断
を
行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
不
登
校
児
童
・
生
徒

は
学
校
で
の
健
康
診
断
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
の
本
市

の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

対
象
の
児
童
・
生
徒
が
、
学
校

医
の
医
療
機
関
や
学
校
ご
と
に

割
り
当
て
ら
れ
た
眼
科
、
耳
鼻

科
で
直
接
受
診
が
で
き
る
よ
う

あ
き
る
野
市
医
師
会
と
調
整
し

て
お
り
、
学
校
を
通
じ
て
対
象

の
保
護
者
に
周
知
し
て
い
る
。

多
年
度
に
わ
た
り
未
受
診
の
子

ど
も
に
対
し
て
教
育
委
員
会
や

学
校
現
場
で
は
ど
の
よ
う
な
取

組
を
さ
れ
て
い
る
か
。

各
学
校
に
お
い
て
は
、
対
象
の

保
護
者
に
対
し
、
通
知
や
電
話

連
絡
の
際
に
受
診
を
促
し
て
い
る
。

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
健
康

支
援
に
つ
い
て

よしざわゆたか
（自民党志清会）

各
町
内
会
・
自
治
会
の
持
続
的

か
つ
希
望
の
持
て
る
維
持
・
発

展
に
向
け
た
施
策
や
事
業
な
ど

の
支
援
強
化
の
見
解
は
。

補
助
金
等
の
交
付
や
加
入
促
進

の
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
会
員
減
少
や
役
員
等
の

担
い
手
不
足
が
課
題
で
あ
る
た

め
、
各
種
補
助
制
度
の
運
用
や

事
務
負
担
の
軽
減
な
ど
の
支
援

策
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
不

可
欠
な
存
在
で
あ
る
た
め
、
可

能
な
限
り
支
援
し
て
い
く
。

市
と
町
内
会
・
自
治
会
連
合
会

が
協
議
・
改
善
し
た
取
組
は
。

各
種
委
員
の
推
薦
や
行
政
配
布

物
、
募
金
・
寄
付
金
活
動
な
ど

の
見
直
し
や
加
入
促
進
対
策
の

ほ
か
、
新
任
会
長
研
修
会
も
実

施
し
て
き
た
。

主
な
町
内
会
・
自
治
会
関
係
の

補
助
金
制
度
の
見
直
し
は
。

会
館
建
設
費
等
補
助
金
の
補
助

対
象
を
60
万
円
以
上
の
工
事
か

ら
15
万
円
以
上
の
工
事
に
緩
和

し
た
ほ
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事

業
交
付
金
の
補
助
項
目
も
緩
和

す
る
予
定
で
あ
る
。

他
に
市
民
憲
章
の
効
果
的
な
活

用
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

町
内
会
・
自
治
会
の

支
援
強
化
に
つ
い
て

浦野　治光
（自民党志清会）

13 ギカイの時間 ギカイの時間 12 



認
知
症
は
身
近
な
課
題
で
あ
り
、

早
期
の
気
づ
き
の
強
化
と
行
方

不
明
対
策
を
含
め
た
地
域
全
体

で
の
支
援
体
制
整
備
が
重
要
で

あ
る
。
第
10
期
計
画
策
定
を
踏

ま
え
、
質
問
す
る
。

第
９
期
計
画
に
お
け
る
認
知
症

施
策
全
体
の
成
果
と
課
題
は
。

施
策
全
体
と
し
て
成
果
が
上

が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

課
題
は
初
期
段
階
の
人
を
把
握

す
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
あ
る
。

簡
易
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
や
電
話
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
等
、
気
軽
に
自

身
の
状
況
を
確
認
で
き
る
仕
組

み
を
取
り
入
れ
る
考
え
は
。

認
知
機
能
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を

導
入
し
て
い
る
自
治
体
で
は
、

気
づ
き
を
促
す
だ
け
で
な
く
、

そ
の
後
の
認
知
症
診
断
や
各
種

施
策
へ
つ
な
げ
て
い
く
対
応
が

あ
る
こ
と
も
確
認
し
て
い
る
。

他
自
治
体
の
取
組
も
参
考
に
、

選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
認
知
症

施
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

行
方
不
明
者
の
早
期
発
見
に
向

け
た
地
域
全
体
で
の
見
守
り
体

制
強
化
の
考
え
は
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

の
継
続
的
な
開
催
な
ど
に
よ
り
、

理
解
促
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、

包
括
的
支
援
体
制
の
拡
充
を
図

る
中
で
、
地
域
全
体
で
見
守
る

風
土
を
醸
成
し
て
い
き
た
い
。

他
に
切
れ
目
の
な
い
子
ど
も
支

援
体
制
の
構
築
、
私
立
小
・
中

学
校
等
に
通
う
児
童
・
生
徒
へ

の
給
食
費
等
支
援
に
つ
い
て
質

問
し
た
。

認
知
症
の
早
期
の
気
づ
き
と

見
守
り
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

原田ひろこ
（公明党）

令
和
６
年
３
月
定
例
会
議
の
一

般
質
問
で
、
若
年
層
健
康
診
査

に
つ
い
て
質
問
し
た
。
そ
の
後

の
検
討
状
況
や
今
後
に
つ
い
て

伺
う
。

多
摩
26
市
の
う
ち
、
現
在
、
17

市
が
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

厚
生
労
働
省
で
は
、
社
会
保
障

審
議
会
医
療
保
険
部
会
に
お
い

て
、
若
年
層
を
対
象
と
し
た
健

診
の
見
直
し
に
関
す
る
取
組
を

紹
介
す
る
な
ど
議
論
が
さ
れ
て

い
る
。
市
と
し
て
は
、
若
年
期

か
ら
健
康
管
理
に
対
す
る
意
識

を
高
め
て
い
く
取
組
は
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、

あ
き
る
野
市
医
師
会
の
意
見
を

伺
い
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

他
に
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
、

発
酵
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

若
年
層
健
康
診
査
に
つ
い
て

子籠　敏人
（自民党志清会）

本
市
は
、
少
子
高
齢
化
、
公
共

施
設
の
老
朽
化
等
、
単
独
の
自

治
体
で
は
対
応
が
困
難
な
課
題

に
対
し
、
西
多
摩
地
域
広
域
行

政
圏
協
議
会
に
属
し
、
近
隣
自

治
体
と
連
携
し
た
取
組
を
進
め

て
い
る
。

公
共
施
設
の
活
用
や
ス
ポ
ー
ツ

に
よ
る
地
域
の
活
性
化
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
お
け
る
、

本
市
が
関
わ
る
事
業
の
現
状
に

つ
い
て
、
市
の
認
識
は
。

図
書
館
の
広
域
利
用
や
ス
ポ
ー

ツ
大
会
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
や
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
し

て
い
る
一
方
、
公
共
施
設
の
広

域
利
用
は
使
用
料
の
設
定
や
予

約
シ
ス
テ
ム
の
統
一
な
ど
の
課

題
が
あ
り
、
相
互
利
用
で
き
る

公
共
施
設
の
情
報
発
信
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。

図
書
館
以
外
の
公
共
施
設
の
広

域
利
用
は
、
課
題
が
あ
り
難
し

さ
も
あ
る
が
、
現
在
ど
の
よ
う

な
検
討
が
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

公
共
施
設
の
広
域
利
用
は
、
同

一
料
金
と
し
て
い
な
い
施
設
の

見
直
し
可
能
な
施
設
を
抽
出
・

選
定
し
個
別
に
検
討
し
て
い
る

が
、
本
市
を
含
め
市
内
・
市
外

料
金
を
設
定
し
て
い
る
施
設
も

あ
り
、
同
一
料
金
の
設
定
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
今
後
は
調
査

結
果
や
他
自
治
体
の
事
例
を
参

考
に
、
料
金
設
定
や
予
約
シ
ス

テ
ム
の
統
一
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

西
多
摩
地
域
に
お
け
る
広
域

連
携
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

ひはら　省吾
（自民党志清会）

施
政
方
針
で
は
公
共
交
通
空
白

地
域
へ
の
対
応
が
お
お
む
ね
図

れ
た
と
し
て
い
る
。
旧
五
日
市

地
域
の
不
便
地
域
へ
の
対
応
は
。

深
沢
・
盆
堀
地
区
で
タ
ク
シ
ー

利
用
助
成
を
開
始
。
道
路
幅
員

や
勾
配
な
ど
の
課
題
、
需
要
と

供
給
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
考
慮
し

た
検
討
が
必
要
な
た
め
、
調
査

研
究
を
進
め
て
い
る
。

る
の
バ
ス
の
運
賃
が
１
０
０
円

か
ら
２
０
０
円
に
上
が
る
。
同

様
の
値
上
げ
で
バ
ス
の
利
用
が

減
っ
た
自
治
体
も
あ
る
が
、
本

市
で
の
影
響
予
想
は
。

一
時
的
に
利
用
者
の
減
少
は
想

定
さ
れ
る
が
、
移
動
需
要
の
要

因
を
踏
ま
え
る
と
大
き
な
影
響

は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

生
活
が
苦
し
い
人
へ
の
影
響
は

大
き
い
。
公
共
交
通
の
組
合
せ

利
用
時
の
割
引
制
度
や
定
額
乗

り
放
題
、
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
適

用
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

利
用
促
進
の
た
め
の
手
法
の
一

つ
と
認
識
。
導
入
に
あ
た
っ
て

は
、
福
祉
的
な
視
点
な
ど
も
含

め
、
分
野
横
断
的
に
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

公
共
交
通
の
充
実
に
つ
い
て

たばたあずみ
（共産党）

15 ギカイの時間 ギカイの時間 14 



消
防
団
員
が
安
全
か
つ
迅
速
に

活
動
す
る
た
め
、
装
備
品
や
資

機
材
の
充
実
が
不
可
欠
で
あ
る
。

装
備
の
充
実
は
団
員
の
安
全
確

保
の
み
な
ら
ず
、
消
防
団
活
動

の
魅
力
向
上
や
人
材
確
保
の
観

点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
、

以
下
伺
う
。

消
防
団
員
の
装
備
に
つ
い
て
、

現
在
の
状
況
は
。

市
で
配
備
し
た
も
の
を
対
象
に
、

毎
年
、
各
分
団
を
通
じ
て
状
況

を
調
査
し
、
保
有
す
る
装
備
品

の
種
類
、
数
量
及
び
状
態
を
把

握
し
、
適
切
に
管
理
し
て
い
る
。

装
備
品
の
老
朽
化
や
性
能
面
に

つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ
う
に
把

握
し
、
対
応
し
て
い
る
の
か
。

故
障
や
破
損
が
確
認
さ
れ
た
装

備
品
は
、
各
分
団
長
か
ら
の
報

告
を
踏
ま
え
、
適
宜
修
理
や
交

換
を
行
っ
て
い
る
。

消
防
団
員
に
支
給
し
て
い
る
長

靴
は
、
ど
の
よ
う
な
長
靴
な
の

か
。
ま
た
、
今
後
の
対
応
は
。

ゴ
ム
長
靴
は
、
ガ
ラ
ス
片
や
釘

が
靴
底
を
貫
通
し
な
い
よ
う
踏

み
抜
き
防
止
対
策
を
と
っ
た
物

と
な
っ
て
い
る
。
令
和
８
年
度

予
算
で
、
踏
み
抜
き
防
止
に
加

え
、
落
下
物
か
ら
つ
ま
先
を
保

護
す
る
鋼
鉄
製
先
芯
入
り
で
、

履
き
口
に
カ
バ
ー
を
備
え
た
ゴ

ム
長
靴
を
、
機
能
別
団
員
を
含

む
全
団
員
に
貸
与
す
る
。

他
に
学
校
給
食
に
お
け
る
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

消
防
団
員
の
装
備
の
充
実
に

つ
い
て

中村　一広
（自民党志清会）

氷
沢
橋
交
差
点
に
お
い
て
は
、

羽
村
大
橋
か
ら
来
る
右
折
車
が

多
く
し
ば
し
ば
渋
滞
を
起
こ
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
以
前
よ
り

氷
沢
橋
交
差
点
に
右
折
矢
印
信

号
の
設
置
を
要
望
し
て
き
た
が
、

ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い

る
か
。

氷
沢
橋
交
差
点
の
右
折
矢
印
信

号
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
も
福
生
警
察
に
要
望
し
て

き
た
が
、
設
置
に
は
至
っ
て
い

な
か
っ
た
。
今
年
度
の
要
望
に

対
し
て
は
、
草
花
大
橋
の
開
通

を
踏
ま
え
、
交
差
点
の
交
通
実

態
等
を
勘
案
し
信
号
機
の
改
良

の
必
要
性
を
検
討
す
る
、
と
の

回
答
を
得
た
と
こ
ろ
。

秋
多
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

６
号
線
の
歩
道
拡
幅
の
進
捗
状

況
は
。

用
地
取
得
済
み
の
区
間
か
ら
整

備
工
事
を
進
め
て
お
り
、
今
後
、

永
田
橋
交
差
点
付
近
の
事
業
用

地
の
一
部
を
活
用
し
て
歩
道
の

拡
幅
を
行
う
予
定
と
の
こ
と
。

歩
道
の
開
通
は
い
つ
頃
に
な
る
か
。

こ
の
春
ご
ろ
の
開
通
を
目
指
し

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

道
路
環
境
整
備
に
つ
い
て

関口　えり子
（共産党）

過
去
５
年
間
の
利
用
状
況
の
推

移
と
設
置
の
現
状
は
。

令
和
３
年
度
か
ら
７
年
度
の
児

童
・
生
徒
の
在
籍
数
は
1
8
4

人
、
1
8
9
人
、
1
9
7
人
、

２
１
４
人
、
2
3
0
人
。
設
置

状
況
は
知
的
障
害
特
別
学
級
が

小
学
校
４
校
、
中
学
校
２
校
、

自
閉
症
・
情
緒
障
害
特
別
学
級

が
小
学
校
１
校
、
中
学
校
１
校
。

特
別
学
級
か
ら
通
常
学
級
へ
行

く
場
合
、
通
常
の
学
級
に
戻
る

こ
と
を
想
定
し
て
、
試
行
期
間

の
弾
力
的
な
運
用
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
き
る
事
例
な
ど
教
え
て
欲

し
い
。

実
技
教
科
や
給
食
な
ど
部
分
的

に
移
行
し
、
疲
れ
や
不
安
を
感

じ
た
時
に
は
一
時
的
に
待
避
で

き
る
ル
ー
ル
を
事
前
に
本
人
と

担
任
教
師
で
共
有
す
る
。

専
門
医
や
心
理
士
の
派
遣
頻
度

が
不
十
分
と
感
じ
る
。
保
護
者

が
直
接
専
門
医
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
る
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ

オ
ン
な
ど
伴
走
支
援
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
て
随
時
出
来
る
仕
組

み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
随
時
相
談

は
有
効
な
手
段
と
考
え
る
。
専

門
家
の
助
言
を
即
座
に
指
導
計

画
に
反
映
さ
せ
、
関
係
諸
機
関

で
共
有
で
き
る
よ
う
に
す
る
等
、

先
進
事
例
等
の
調
査
・
研
究
を

す
る
。

他
に
関
係
人
口
の
維
持
と
若
者

の
Ｕ
タ
ー
ン
の
き
っ
か
け
作
り

等
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

特
別
支
援
学
級
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て

村野　栄一
（自民党志清会）

現
在
、衛
星
通
信
サ
ー
ビ
ス（
ス

タ
ー
リ
ン
ク
等
）は
、
地
上
通

信
網
に
依
存
せ
ず
通
信
を
確
保

で
き
、
災
害
時
の
緊
急
通
信
手

段
と
し
て
、
そ
の
重
要
性
は
高

ま
っ
て
い
る
。

災
害
時
に
通
信
イ
ン
フ
ラ
が
途

絶
し
た
場
合
の
本
市
の
代
替
通

信
手
段
の
現
状
は
。

東
京
都
防
災
行
政
無
線
電
話
や

モ
バ
イ
ル
衛
星
通
信
機
器
、
衛

星
携
帯
電
話
を
保
有
し
、
活
用

が
可
能
で
あ
る
。

現
在
の
通
信
手
段
確
保
体
制
の

課
題
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

無
線
機
を
使
用
し
た
訓
練
機
会

の
拡
充
が
必
要
な
点
が
課
題
と

認
識
し
て
い
る
。

衛
星
通
信
サ
ー
ビ
ス（
ス
タ
ー

リ
ン
ク
等
）に
対
す
る
本
市
の

認
識
は
。

衛
星
を
介
し
た
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
環

境
の
構
築
に
よ
り
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
線
を
確
保
で
き
、
有

効
な
通
信
手
段
の
一
つ
と
認
識

し
て
お
り
、
保
有
す
る
機
器
を

状
況
に
応
じ
て
適
切
に
活
用
す
る
。

他
に
女
性
の
健
康
支
援
と
が
ん

対
策
の
充
実
、
中
高
生
の
居
場

所
づ
く
り
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

災
害
時
の
通
信
確
保
の
た
め
の
衛

星
通
信
サ
ー
ビ
ス
導
入
に
つ
い
て

大久保　昌代
（公明党）

17 ギカイの時間 ギカイの時間 16 



現
在
、
私
た
ち
は
長
ら
く
続
い

た
物
価
が
上
が
ら
な
い
、	

金
利

が
低
い
と
い
う
時
代
か
ら
、
急

激
な
物
価
高
騰
と
金
利
上
昇
と

い
う
新
し
い
経
済
環
境
に
直
面

し
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
伺
う
。

市
債
の
返
済
等
に
お
い
て
、
金

利
が
上
が
る
こ
と
で
将
来
的
に

利
払
い
の
負
担
が
ど
の
程
度
増

え
る
と
想
定
し
て
い
る
か
。

市
債
９
億
１
５
６
０
万
円
償
還

期
間
15
年
、
措
置
期
間
３
年
、

想
定
利
率
２
・
４
％
で
借
入
れ

を
行
っ
た
場
合
、
利
子
総
額
は

約
２
億
１
０
０
０
万
円
。
同
じ

条
件
下
で
想
定
利
率
を
３
・
４

％
と
し
た
場
合
、
利
子
総
額
は

約
３
億
円
で
約
９
０
０
０
万
円

の
増
加
と
い
う
試
算
に
な
る
。

金
利
の
負
担
増
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

利
率
の
上
昇
に
伴
う
利
子
の
増

加
を
抑
え
て
い
く
た
め
、
市
債

の
新
規
発
行
を
抑
制
し
、
年
度

ご
と
の
起
債
を
償
還
元
金
を
上

回
ら
な
い
額
と
す
る
こ
と
で
市

債
残
高
の
減
少
を
図
る
。

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
、
基
本
計
画
時
の
概
算
事
業

費
と
、
最
新
の
物
価
・
金
利
見

込
み
を
反
映
し
た
現
在
価
格
と

の
差
額
は
い
く
ら
か
。

基
本
計
画
時
の
事
業
費
が
約
50

億
３
０
０
０
万
円
。
現
在
価
格

が
約
71
億
８
０
０
０
万
円
。
そ

の
差
額
は
約
21
億
５
０
０
０
万

円
の
増
加
と
な
る
。

金
利
上
昇
に
よ
る
自
治
体 

財
政
へ
の
影
響
に
つ
い
て

増﨑　俊宏
（公明党）

市
の
テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設
は
、

電
波
障
害
対
策
と
し
て
東
京
電

力
が
整
備
し
た
共
聴
ア
ン
テ
ナ

に
よ
る
受
信
施
設
で
あ
る
。
テ

レ
ビ
共
同
受
信
の
現
状
と
課
題
は
。

受
信
施
設
は
、
五
日
市
南
部
地

区
、
五
日
市
中
部
地
区
、
深
沢

地
区
、
小
宮
地
区
、
網
代
地
区

及
び
菅
生
地
区
の
６
受
信
点
で

あ
り
、
令
和
７
年
度
当
初
の
加

入
件
数
は
3
8
1
0
戸
と
な
っ

て
い
る
。
課
題
と
し
て
は
、
基

金
残
高
の
減
少
に
伴
う
今
後
の

事
業
運
用
や
運
営
形
態
の
見
直

し
、
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

あ
き
る
野
市
テ
レ
ビ
共
同
受
信

検
討
会
の
構
成
と
協
議
課
題
は
。

有
識
者
１
人
、
施
設
保
守
事
業

者
１
人
、
受
信
区
域
内
の
町
内

会
・
自
治
会
長
４
人
、
市
職
員

３
人
の
９
人
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
多
様
化
す
る
視
聴
方
法
を

踏
ま
え
た
中
で
、
個
人
負
担
も

含
め
て
、
視
聴
環
境
や
事
業
運

営
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
、

検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

他
に
、
令
和
８
年
度
施
政
方
針

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

テ
レ
ビ
共
同
受
信
に
つ
い
て

清水　晃
（明るい未来）

緑
内
障
は
中
途
失
明
原
因
の
第

１
位
で
あ
り
、
早
期
発
見
が
極

め
て
重
要
な
疾
患
で
あ
る
。
緑

内
障
の
早
期
発
見
を
目
的
と
し

た
取
組
は
制
度
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
て
い
な
い
。
市
の
健
康

施
策
の
中
で
、
こ
の
課
題
を
ど

の
よ
う
に
位
置
付
け
て
い
る
の
か
。

緑
内
障
は
、
失
明
や
視
力
低
下

を
原
因
と
し
て
、
将
来
、
要
支

援
や
要
介
護
状
態
と
な
る
リ
ス

ク
に
つ
な
が
る
な
ど
、
健
康
維

持
へ
の
影
響
が
あ
る
疾
患
と
認

識
し
て
い
る
。
現
在
、
市
の
健

康
増
進
計
画
に
お
い
て
、
緑
内

障
に
関
し
て
、
具
体
的
に
健
康

施
策
へ
の
位
置
づ
け
は
し
て
な

い
が
、
令
和
10
年
度
か
ら
を
計

画
期
間
と
す
る
第
三
次
あ
き
る

野
市
健
康
増
進
計
画
の
策
定
に

当
た
り
、
国
の
動
向
等
を
注
視

し
た
い
。

父
が
、
緑
内
障
で
全
盲
と
な
り
、

現
在
は
要
介
護
の
状
態
。
視
覚

障
害
は
生
活
の
質
の
低
下
だ
け

で
な
く
、
転
倒
や
外
出
機
会
の

減
少
な
ど
を
通
じ
て
要
介
護
化

に
も
つ
な
が
る
。
失
明
し
て
か

ら
支
え
る
の
で
は
な
く
、
失
明

を
防
ぐ
施
策
こ
そ
重
要
。
緑
内

障
の
早
期
発
見
に
向
け
た
検
診

制
度
の
検
討
に
つ
い
て
、
改
め

て
市
の
見
解
を
伺
う
。

早
期
発
見
や
早
期
治
療
に
つ
な

げ
る
取
組
は
重
要
。
現
時
点
で

は
、
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上

に
取
り
組
み
、
早
期
発
見
の
機

会
を
増
や
す
こ
と
で
、
早
期
治

療
に
つ
な
げ
る
。

緑
内
障
に
つ
い
て

中村のりひと
（明るい未来）

本
市
の
事
業
目
的
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

認
知
症
の
人
や
家
族
に
早
期
に

関
わ
り
、
初
期
の
支
援
を
集
中

的
に
行
う
こ
と
で
、早
期
診
断・

早
期
対
応
に
つ
な
げ
、
認
知
症

に
な
っ
て
も
本
人
の
意
思
が
尊

重
さ
れ
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

の
暮
ら
し
が
継
続
で
き
る
こ
と

で
あ
る
。

当
該
事
業
の
要
綱
に
は
、
身
体

を
整
え
る
ケ
ア
と
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

支
援
対
象
者
の
身
体
状
況
か
ら

判
断
し
、
水
分
摂
取
、
食
事
摂

取
、
排
泄
、
運
動
等
へ
の
助
言

を
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

既
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

い
る
人
も
事
業
の
対
象
者
で
あ

る
。
実
際
に
、
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
人
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
て
い
る
人
の
利
用
は
あ

る
の
か
。

要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け

て
い
る
人
で
、
認
知
症
に
伴
い

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
拒
否
や
徘

徊
な
ど
の
行
動
、
心
理
的
な
症

状
が
あ
っ
た
た
め
、
支
援
を
し

た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

他
に
障
が
い
者
福
祉
の
推
進
、

児
童
虐
待
防
止
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

認
知
症
初
期
集
中
支
援
推
進

事
業
に
つ
い
て

しょうじ さとし
（リメンバー）
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あ
き
る
野
市
第
２
次
総
合
計
画

で
は
、
本
市
の
経
済
基
盤
の
強

化
に
向
け
、
都
心
へ
の
近
接
性

や
圏
央
道
整
備
の
効
果
と
い
っ

た
地
理
的
優
位
性
を
生
か
し
た

産
業
振
興
の
必
要
性
が
示
さ
れ

て
い
る
。
圏
央
道
あ
き
る
野
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
及
び
日
の
出

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
を
は

じ
め
と
す
る
広
域
交
通
の
優
位

性
を
最
大
限
に
活
用
し
、
企
業

誘
致
や
物
流
機
能
の
集
積
、
観

光
振
興
、
さ
ら
に
は
農
業
の
高

付
加
価
値
化
な
ど
を
通
じ
て
、

本
市
の
持
続
的
な
産
業
振
興
に

つ
な
げ
る
た
め
、
今
後
ど
の
よ

う
な
土
地
利
用
方
針
及
び
具
体

的
な
戦
略
を
も
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

圏
央
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
地
区
な
ど
に
お
い
て
は
、

計
画
的
な
企
業
立
地
に
取
り
組

み
、
H
．U
．グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
や
初
雁
地
区
の
印

刷
会
社
な
ど
の
企
業
が
進
出
し

て
お
り
、
雇
用
の
創
出
や
市
税

の
増
収
に
つ
な
が
る
な
ど
、
産

業
基
盤
の
強
化
に
寄
与
し
て
い

る
。
今
後
に
つ
い
て
も
、
市
の

総
合
計
画
な
ど
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
適
正

な
土
地
利
用
の
誘
導
を
図
る
と

と
も
に
、
産
業
系
市
街
地
の
形

成
に
向
け
て
、
引
き
続
き
、
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
基

盤
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

圏
央
道
が
通
る
あ
き
る
野
市

の
可
能
性
に
つ
い
て

国松まさき
（自民党志清会）

令
和
７
年
12
月
18
日
、
東
京
都

は
前
田
小
学
校
と
連
携
し
、
幼

少
期
か
ら
性
別
に
捉
わ
れ
な
い

自
由
な
選
択
や
自
分
ら
し
い
生

き
方
を
学
び
自
身
の
可
能
性
を

広
げ
る
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う

に
と
、
５
、
６
年
生
を
対
象
に
、

性
別
に
よ
る「
無
意
識
の
思
い

込
み（
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ

イ
ア
ス
）」を
テ
ー
マ
に
公
開
授

業
を
行
っ
た
。
前
田
小
学
校
が

公
開
授
業
の
対
象
校
に
な
っ
た

経
緯
は
。

同
校
が
令
和
6
、
7
年
度
に
都

の
人
権
尊
重
教
育
推
進
校
に
指

定
さ
れ
、
公
開
授
業
の
実
施
元

で
あ
る
都
の
生
活
文
化
局
か
ら

協
力
の
依
頼
を
受
け
た
。

公
開
授
業
に
つ
い
て
、
教
育
委

員
会
は
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
か
。

日
常
生
活
や
職
業
に
対
す
る
性

別
に
よ
る
思
い
込
み
に
つ
い
て

話
し
合
う
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
、

自
身
の
性
別
に
よ
る
決
め
つ
け

に
気
づ
き
、
よ
り
よ
い
人
間
関

係
を
築
く
た
め
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。

今
回
の
よ
う
な
人
権
に
関
わ
る
取

組
が
あ
れ
ば
伺
う
。

都
立
あ
き
る
野
学
園
、
近
隣
の

幼
稚
園
や
保
育
園
、
地
域
の
高

齢
者
と
の
交
流
を
通
じ
、
相
手

の
こ
と
を
考
え
、
自
分
自
身
を

見
つ
め
直
す
活
動
を
積
み
重
ね

る
こ
と
で
、
自
分
の
こ
と
も
相

手
の
こ
と
も
大
切
に
す
る
児
童

の
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

他
に
歩
道
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

学
校
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー

教
育
に
つ
い
て

松本　ゆき子
（共産党）

武
蔵
引
田
駅
北
口
土
地
区
画
整

理
事
業
に
お
い
て
、
地
区
の
中

心
と
な
る
武
蔵
引
田
駅
北
口
駅

前
広
場
が
完
成
し
、
以
前
か
ら

提
案
し
て
い
た
安
兵
衛
桜
の
子

孫
を
武
蔵
引
田
駅
北
口
駅
前
広

場
に
植
樹
す
る
こ
と
も
で
き
た
。

今
後
、
本
市
を
持
続
的
に
発
展

さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
都
市

基
盤
整
備
の
更
な
る
充
実
が
必

要
と
考
え
、
質
問
す
る
。

本
事
業
の
来
年
度
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

２
つ
の
公
園
の
整
備
工
事
に
加

え
、
地
区
内
案
内
板
や
防
犯
カ

メ
ラ
な
ど
の
設
置
を
予
定
。
地

権
者
へ
最
終
の
個
別
説
明
会
を

開
催
す
る
。

秋
多
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

13
号
線
の
進
捗
状
況
は
。

J
R
五
日
市
線
の
南
側
区
間

に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
ま

で
に
行
っ
た
測
量
を
基
に
、
詳

細
設
計
に
向
け
た
検
討
を
行
っ

て
い
る
。

区
画
整
理
地
区
内
の
税
の
増
加

分
は
ど
の
く
ら
い
か
。

土
地
の
使
用
収
益
開
始
前
の
令

和
３
年
度
と
令
和
７
年
度
の
調

定
額
で
比
較
す
る
と
、
個
人
市

民
税
、
法
人
市
民
税
、
固
定
資

産
税
、
都
市
計
画
税
の
合
計
で
、

約
１
億
８
６
０
０
万
円
増
加
し

て
い
る
。

武
蔵
引
田
駅
周
辺
の

都
市
基
盤
整
備
に
つ
い
て

堀江　武史
（自民党志清会）　

近
年
、
全
国
的
に
外
国
人
住
民

が
増
加
し
て
い
る
が
、
本
市
に

お
け
る
外
国
人
住
民
数
の
推
移
、

国
籍
別
内
訳
、
在
留
資
格
の
傾

向
、
ま
た
生
活
支
援
の
現
状
に

つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ
う
に
把

握
し
て
い
る
か
。

平
成
27
年
３
月
末
時
点
で
、　

６
６
４
人
、
令
和
７
年
３
月
末

に
は
１
５
７
８
人
と
、
こ
の
10

年
間
で
約
２
・
４
倍
に
増
加
し

て
い
る
。
国
籍
は
ベ
ト
ナ
ム
、

中
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
順
に

な
っ
て
い
る
。
在
留
資
格
と
し

て
は
技
能
実
習
や
特
定
技
能
に

よ
る
在
留
者
が
増
加
し
て
い
る
。

生
活
支
援
に
つ
い
て
は
、
市
の

窓
口
に
多
言
語
翻
訳
機
を
設
置

し
て
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
介
し
て

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
困
り
ご

と
の
確
認
や
生
活
状
況
の
把
握

に
努
め
て
い
る
。

市
内
の
外
国
人
生
活
者
に 

つ
い
て

天野　正昭
（自民党志清会）
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議
員
定
数
に
関
す
る
特
別
委
員
会
報
告
書
を
ま
と
め
、

調
査
を
終
了
し
ま
し
た
。

市
議
会
で
は
、
令
和
７
年
３
月
27
日
に
議
員
定
数
に
関
す
る

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
計
14
回
に
わ
た
り
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
熟
議
を
重
ね
た
結
果
、
議
員
定
数
の
在
り
方
に

つ
い
て
一
定
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
内
容

を
報
告
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

な
お
、
本
報
告
書
は
、
令
和
７
年
11
月
27
日
の
本
会
議
で
報

告
し
ま
し
た
。

報
告
書
の
内
容

１ 

議
員
定
数
に
関
す
る
特
別
委
員
会
設
置
に
つ
い
て 

２ 

検
討
結
果 

３ 

検
討
結
果
に
至
る
主
な
意
見 

４ 

委
員
会
の
開
催
年
月
日
及
び
協
議
事
項 

５ 

議
員
定
数
に
関
す
る
特
別
委
員
会
委
員
名
簿 

※�

報
告
書
の
全
文
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
議
会
事
務

局
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。 　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
報
告
書
の
全
文
は
▼　

Topics 

　　　　　　　

あきる野市議会活動レポート
ようこそあきる野市へ
～令和７年度 議会だより行政視察受け入れ状況～

議員研修会を行いました

市議会では、議会だよりのリニューアルや
編集方法について、全国各地の議会から行
政視察の受け入れを行っています。令和７
年度は9市議会の視察を受け入れました。広
報広聴委員が説明を行い、質疑応答や意見
交換を通じて、スキルアップにもなってい
ます。

１月23日に議員研修会を開催し、東京都総
務局総合防災部長 髙

たか
田
だ

 照
てる

之
ゆき

 氏から「東京都
の防災について」の講義を受けました。

「
ギ
カ
イ
の
時
間
」を

郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
。

議
会
だ
よ
り「
ギ
カ
イ
の
時
間
」は
、
議
会
の
活
動
内
容
を
市
民

の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
定
例
会
議
ご
と
年
４
回
発

行
し
て
い
ま
す
。
新
聞
折
り
込
み
で
各
家
庭
に
配
布
し
て
い
る

ほ
か
、
市
役
所
や
図
書
館
、
公
民
館
な
ど
の
公
共
施
設
や
、
市

内
５
駅
に
あ
る
市
民
ポ
ス
ト
な
ど
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
市
内
の
金
融
機
関
や
農
協
、
郵
便
局
で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
多
く
の
方
々
に
も
読
ん
で
い
た
だ
く
た

め
、
郵
送
で
お
届
け
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
議
会
事
務
局（
５
５
８
―
１
１
１
１
）ま
で 

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

議案等
番号 件　名 議決

結果

自由民主党
志清会

（11人）
※ 1

公明党
（3 人）

日本共産党
あきる野
市議団

（3 人）

明るい未来
を創る会
（2 人）

くさしぎ
（1 人）

リメンバー
（1 人）

議案　３
あきる野市特別職の職員の給与に関する条例
及びあきる野市教育委員会教育長の給与及び
旅費並びに勤務条件に関する条例の一部を改
正する条例

可決 ○ ○ × ○ × ×

議案　８ あきる野市乳幼児の医療費の助成に関する条
例等の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ × ○

議案　９ あきる野市国民健康保険税条例の一部を改正
する条例 可決 ○ ○ × ○ × ○

議案　１５ 令和７年度あきる野市一般会計補正予算
（第６号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案　
29-32

あきる野市・日の出町新学校給食センター新
築工事（債務負担行為）の請負契約について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情 8-1 「非核三原則」を国是として堅持することを
求める意見書提出に関する陳情

不採択
※ 2 × ○ ○ ○ ○ ○

議員提出
8-1

あきる野市議会議員定数条例の一部を改正す
る条例 可決 ○ ○ × ○ × ×

主な議案等に対する会派の賛否一覧

○：賛成　　×：反対※1　議長は賛否に加わらない。　※2　可否同数により議長裁決

視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
や
、
高
齢
で
議
会
だ
よ
り
を
読
む
こ
と
が

困
難
な
方
な
ど
の
た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
る 

「
音
声
版
ギ
カ
イ
の
時
間
」と
、「
点
字
版
ギ
カ
イ
の
時
間
」を
発
行

し
て
い
ま
す
。

ご
家
族
や
お
知
り
合
い
で
希
望
す
る
方
が
い
ま
し
た
ら
、
ご
案
内

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
あ
き
る
野
市
社
会
福
祉
協
議
会（
電
話
５
９
５
―

９
０
３
３
）へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

音
声
版
、
点
字
版 

議
会
だ
よ
り
の
ご
案
内
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